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+幸せを探すあなたへ
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[image: image6.emf][image: image7.emf]この赤ん坊は私の赤ん坊に間違いないの？　後悔と不安で眠れない主婦キムさん(33)の記事を読んだことがあります。理由は、結婚して3年後の2006年に、初めての息子を出産したキムさんは、結婚生活の中で事業家である夫のチェさん(37)の友だちと一緒に行ったナイトクラブで、偶然に出会って、交際し始めた未婚の男性の恋人チョンさんとの間で、突然、妊娠してしまったのでした。キムさんは、子どもの父親はチョンさんであること信じて、夫の目を避けて持続的な関係を結んだチョンさんにも、子どもがチョンさんの血縁であることを早目に知らせました。ところが、昨年の秋からチョンさんが違う女に会う気配が見えたので、キムさんは、夫と離婚してチョンさんと結婚しなければならないと考え、夫に「息子はあなたの子ではなく、私が長い間、愛してきた別の男性の子ども」と言って離婚を要求しました。一方、チョンさんにも、子どもを一緒に育てながら三人で一緒に暮らそうと話して、もしかしたらチョンさんが言い逃れるかと思って、子どもの遺伝子検査を依頼することにしました。ところが、あきれたことは、子どもがチョンさんの血縁でなく夫の血縁だと明らかになったのです。キムさんからすでに心が離れたチョンさんは安堵のため息をつき、夫は自分をだましながら数年間、浮気してきた妻を許さなかったのです。キムさんは、もう帰る所がなくなったということです。
[image: image8.emf]現在、アメリカは、1年に3万件あまり、100万人に達する数の実子検査がされていて、実子検査をする人の中で平均27.4%は、実子ではないことが判明しているということです。韓国もまた、これと似ていると言われています。

本質が回復しなければ、人間の苦しみと不幸も終わりません　はじめから魚は水で生きて、木は地で生きるように創造されました。同じように、人間は神様とともに生きるように創造されました。この本質から離れては、けっして幸せなことはありません。しかし、人間は悪魔(サタン)の誘惑を受けて神様を離れるようになって、その結果、人間の運命はサタンに左右され、罪とのろいと苦しみの中に陥るようになりました。分からない虚しさと不安が襲ってきて、幸せを求めてもがくのに、結局は、繰り返す堕落と犯罪に縛られてさまよい、死後にはさばきを受けて、永遠な地獄に落ちるようになりました。善行や教育、哲学、宗教は良いことですが、このような人間の本質的な問題を解決することはできません。この世には、悪魔をなくせる英雄はいません。さらに、人間の罪を解決できる義人もなくて、永遠ないのちを回復させてくれる人もいません。これは霊的な問題なので、どんなことでも解決できないのです。

それで神様は、人間が解決できない原罪、その結果で訪れてきたのろいと災い、運命と運勢、目に見えないサタンの権威を滅ぼすキリスト(Christ)を送ってくださると約束してくださいました。人間が神様に会う道となってくださり(ヨハネの福音書14:6)、すべての罪とのろい、生年月日による運命、運勢から解放される道になってくださって(ローマ人への手紙8:2)、サタン(悪魔)のしわざを打ちこわすと同時に、その手に捕まって、奴隷のようにふるまっている人々を解放する道になってくださいました(ヨハネの手紙第一3:8、ヘブル人への手紙2:14～15)。

このキリストがまさにイエス様です。だれでもイエスがキリストだという事実を信じて受け入れれば、永遠な神様の子どもになって、戸籍と身分が変わって、神様の子どもの権威が与えられます。イエス・キリストを私の救い主として信じて告白して受け入れる、今、この瞬間、神様の子どもの祝福、本来の人間の祝福を回復するようになります。
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神様の子どもになる受け入れの祈り
愛の神様、私は罪人です。イエス様が十字架で死んで、復活されることによって、私のすべての問題を解決してくださったキリストであることを信じます。今、私の心の扉を開いて、イエス様を私の救い主として受け入れます。今、私の心の中に来てくださって、私の主人になって、私を導いてください。これから、神様の子どもになった祝福を味わいながら生きるようにさせてください。イエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン

神様の子どもの五つの確信
①　救いの確信：イエス・キリストを信じて受け入れたあなたは、神様の子どもになって救いを受けました(ローマ8:15～16、Iヨハネ5:10～13)

②　祈り答えの確信：神様の子どもはイエス・キリストのお名前で何でも求めることができ、神様はみこころ通りに必ず答えてくださいます(ヨハネ15:7)

③　導きの確信：神様は聖霊であなたの中におられ、あなたのすべての人生を治めながら導かれます(ヨハネ14:26～27、箴言3:5～6)

④　赦しの確信：あなたのすべての罪はイエス・キリストのあがないの血の力で解決され、神様はだれでも罪を悔い改めれば許して下さいます(Ｉヨハネ1:9、ローマ3:24)

⑤　勝利の確信：救われたあなたは、世の中に勝たれたイエス・キリストによって、どんな問題の中でも信仰で勝利することができます(ローマ8:31～37，Ｉヨハネ5:4)

神様の子どもの毎日の祈り
[image: image11.emf]父なる神様、イエス・キリストによって神様がいつも私とともにおられて、導かれることを感謝します。

今日も、すべての生活の中で、神様の子どもになった祝福を味わうように、聖霊で満たしてください。

私の家庭と現場と行くところごとに、福音を邪魔して困らせるすべてのサタンの勢力を権威あるイエス ・キリストの御名で縛ってください。

どんなこと、どんな問題でも、解決者であるイエス・キリストに任せて、その中で神様のより良い計画を発見しながら、聖霊に導かれる生活になりますように。

私の生活を通して、イエス様がキリストであるということがあかしされるようにして、私の現場に神の国が臨むようにしてください。

毎日、私の生活の中で神様の願いである世界福音化の契約を握って勝利できますように。

今も私とともにおられるイエス・キリストのお名前によってお祈りします。アーメン


重職者が抱くべき
主の情念
70:1の戦い　ゴルフ人生28年ぶりに、アジア人で最初にメジャー大会チャンピオンに登板したヤン・ヨンウンの成功ストーリーが世界に波乱を起こしています。「タイガーウッズは70勝で、私は1勝した選手なので70:1の戦いだ…」2009年も最後のメジャーゴルフ大会であるPGAチャンピオンシップ最後のラウンドに臨む前、ヤン・ヨンウン選手が明らかにしたインタビューです。19才で高校を卒業して、ゴルフ練習場でボールを拾うアルバイトを始めて、ゴルフを始めるようになったヤン選手は、お金も、コーチもなしで、独学でゴルフを始め、ゴルフクラブがなくてビニールハウス用の鉄パイプでスイング練習をし続けてきました。チェジュの野生馬から世界のグリーンの名馬になった彼は、難しくてあきらめたい時ごとに3つのことを思い出したと言います。「したくなる時までしてみて!」と励ます妻の内助の功と、日本キリンオープンで18位になって戻る時、当時5ケ月分の家賃である80万ウォンをもらってきたマスターズ大会が開かれるオーガスタゴルフ場のクラブ写真をながめながら、基本の中の基本である基礎訓練から新しく始めて情念を抱いたということです。それなら、世界を生かすこの時代の重職者は、どんな情念を抱いて生きなければならないのでしょうか。
主の情念　聖書に出てくる答えられたすべての人が、共通で抱いていたが「主の情念」です。この事実をどのように知って抱かなければならないのでしょうか。最初に、サタンが最も恐れるのが福音であることを知って、世界を生かす教会の祝福を味わいながら、これから世界を生かす大切な人が、まさしく自分であるという価値を知って抱かなければなりません。二つ目、このとき、当然味わわなければならない祝福を知るようになります。イエスがキリスト、神の国、聖霊の満たしの奥義を味わう重職者を通して、地域を生かし、暗やみの文化を変える地教会の答えと、持続するしかない弟子の答えを受けるようになります。三つ目、パウロがピリピ3章で告白した最高の祝福を分かる霊的な目が開かれるようになって、四つ目、すべての限界を越える聖霊の内住、聖霊の導き、聖霊の満たしの力を引続き体験するようになります。この答えが来ることが明らかだから、重職者は一生の祈りの課題と、一生キャンプ、一生の献金計画を準備して挑戦しなければなりません。イエス・キリストの御名はすべてのことを動かすことができます。

「この奥義を知っているあなたは大切な人です!

皆さんの教会は大切な教会です!」

+今週の黙想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深い泉03
深い祈りの中で味わうべき最高の体験 インマヌエル
サタンが持ってくる最高の贈り物である争いと葛藤により、地球上には16,000回の大小の戦争が起きて、数多くの人が滅亡の中で死んでいきました。アベルに対するカインの憎しみがもたらした人類最初の殺人事件以後、葛藤と争いは人間の歴史の中に、いつも滅亡と不幸をもたらしました。憎しみの中にかくされたサタンの働きを、どうすれば越えられるのでしょうか。神様を愛して、福音を持って自分の価値を分かる者の祈りは、すべてを変えることができます。　　　　　　
	伝道者の最高の祈り　まず福音の中で立てられた各機関から、この答えを味わわなければなりません。専門宣教局では、どんなことをするのにも、「どのようにすれば他教会、他組織とともに行けるのだろうか」と考えて導かれるべきです。簡単に話して、連合と均衡を成し遂げることができなければなりません。このとき、神様は時代に合わせた大きい門を開けられることは明らかです。成熟した伝道者として、世界福音化のために深く考えて、霊的な頂上を見上げ、心は単純で暖かくなければなりません。一度しかない人生を福音のために清潔で素晴らしい人生で、神様に栄光を帰す祝福を味わわなければなりません。伝道弟子の最高の祈りは、毎日、いつも、すべての事件とすべてのこと、すべての人の中で、私の水準、私の状態に合うスケジュール伝道を通して、人生伝道を味わうことです。地域を生かす70人要員(重職者)は、神様が願われる黄金漁場と教会の機関と部署、特殊分野の人を生かす伝道企画を通して、講壇メッセージの成就の主役にならなければなりません。ミッションホーム要員は、講壇メッセージが実際に人生の現場で成就するように、煽動者の役割をして、神様の道しるべである伝道ステイ(stay)、弟子ステイ、レムナント・ホームステイの祝福を味わいながら、世界福音化のための連結網をそろえなければなりません。地教会要員は、今から私のこと(私の福音、私の器、私の祈り、私の伝道、私の経済)を見つけ出して、この奥義が無意識に根を下ろすほど最高の祈りを味わわなければなりません。

伝道者の最高の幸せ　ダビデの告白の中で最高の告白は「主は私の羊飼い。私は乏しいことがありません」というものです。ダビデは一人で幸せになる答えを持っていまし
	た。皆さんがいくら訓練を受け、勉強をしても、結局は、一人でいる時間に「あ、私は幸せだ!」という答えがなければなりません。この奥義が人生を左右します。一人でいる時間に幸せだと知っている人が、すべての人を生かすようになります。そして、さらに一歩進んで、神様の計画で幸せでなければなりません。商売人がうようよするこの時代に、神様がまことの福音を伝えなさいと私たちを呼ばれました。この時代的な計画で幸せでなければなりません。そして、神様の最高ことであるキリスト(使徒1:1)、神の国(使徒1:3)、聖霊の満たし(使徒1:8)の奥義を握って味わうことで幸せでなければなりません。そうすれば、私たちが引き受けたことに対しても、神様の前で幸せを味わえます。この3つのことで幸せならば、必ず成功はあなたの前に訪ねてくるでしょう。

伝道者の最高の体験　最後に毎日毎日、神様が私とともにおられる奥義、毎日、神様の力、神様の働きを体験すれば良いのです。なぜでしょうか。神様は毎日、答えておられるためです。これを見つけ出すことが鍵です。この時から、現場が生き返って、他の人も許すことによって生かして、暗やみの組織も生かすようになります。また、その祝福の中で教会と未来を生かす主役の祝福も味わうようになります。今日、あなたは一つだけ体験すれば良いのです。神様が実際に私とともにおられるという奥義を契約で握って行けばよいのです。神様がくださる力で人間関係を通してくるすべての試みと、サタンの戦略から抜け出して、現場を生かす祝福を思いきり味わう一週間となることを願います。

説教_柳光洙牧師、整理_チャ・ドンホ牧師




+深い泉Story　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2009年8月28日通巻第82号　　 深い泉　04

あなたに向かった
契約の旅程
しばしば使う言葉で、香港という存在は何か期待を持つようにさせる所だ。それで、香港に行ってきたと言えば、とても良い見物をしてきた人だと認められる。このように東洋の真珠と称する香港は、多くの旅行者を呼ぶ魅惑の都市だ。毎日、夜8時、香港島では「シンフォニー・オブ・ライト」というレーザーショーが繰り広げられる。九龍半島の沈思推移から海を渡ってながめる場面は、美しさの極致を成し遂げて、多くの観光客に感嘆の声を上げるようにさせる。

その派手な、にじ色を吐き出す香港島の中央にあるワンチャイの「香港演芸学院」で、時代の目を覚ます驚くべきミュージカルが公演された。世界的な悩みの種でありながらも、解答のきっかけも見つけることができない青少年の問題を、文化の服を着た福音の内容で伝達するミュージカル「契約の旅程」は、外部に示す韓流スターはいるが韓流文化はないアジアに、韓国の文化の実力を知らせる国威宣揚の機会になって、教会さえも無視する福音の真正性が力あるいのちの文化として勝負をしかける機会となった。

香港は、東洋と西洋の出会いがある所だ。英国の支配を長い間受けたので、英語文化圏であり、北京語と広東語が標準語として使われているので、東南アジアと中国の橋の役割ができる所だ。それだけではなく、多様な文化の交流が行なわれるので、確実な福音の契約が文化の方法で伝えられるべき必要性が、どこよりも切実なところだ。したがって、全世界で最初の海外公演で香港で幕を上げたミュージカル「契約の旅程」は、以前にそのミュージカルを見た人々は記憶を消さなければならないほど、意味があって美しい姿を見せた。世の中のやみを土台にして、片方では暗やみの苦しみを解きほぐすことができない者の痛みをレーザーの光で見るとしたら、ミュージカル「契約の旅程」は、その苦しみのまん中で、真の光が何であり、その道がはたして何かを明らかにする、驚くべき恵みを宣言したのだ。

今、青少年の問題は、どの国のどの地域も問わず解決しにくい問題として残されていて、それを解こうとすればするほど、磁石のS極とN極のように、会いにくい状態で存在するようになるので放置されている。事実、青少年の問題は、彼ら自身が作ったあやまちでなくて、両親の世代の大人たちが、誤った選択をした結果として現れた一つの副産物にすぎないのだ。問題だと知っているので、答えを探す数え切れない努力をするが、結局、傷しか残っていない苦しんでいる中毒者として、私たちはお互いの傷をひっかきながら生きていく。

ミュージカル「契約の旅程」は、こういう鋭敏な問題に、すがすがしい解答を与える韓国の創作英語ミュージカルだ。香港で有名なSグループの会長夫婦が子どもと一緒にこのミュージカルを観覧して、大きい感動を受けて、直ちに関係者に観覧を求めることもあった。香港の人Arleneという女性は、劇中のケリンの告白が、自分のことのようで、公演中ずっと流れる涙を隠せなかったし、自分の友だちと、もう一度来てみたいと感激しながら話した。作品に関係した数多くの目に見えない助けをみな感じるわけにはいかないが、背景いっぱいの舞台で、結局、照明を受ける主人公の優れた演技に伴った歌唱力とオーケストラ音楽、音響、照明、そして、過去と現代を圧縮した雄大な規模と繊細さが混ざりあって、単純だが正確なメッセージで、観客に十分に触れてくれるので、癒されるようにまでなる。福音がなくて生きる熱心のむなしさと、恵みを持った者の豊かさで、救いの意味を明らかにするミュージカル「契約の旅程」は、もうあなたに向かった恵みとして迫ってきている。とても愛していても、それを言えなかった子どもに真実を伝える時間として、うれしいのに、誠実に打ち明けられなかった福音が必要な隣人に、私たちの告白がまさにこれだと、それであなたを探していると話さなければならない。なぜなら、あなたはその価値を味わうのにふさわしい大切な人であるから。

文_チョン・ヒョングク牧師(福音コラムニスト)

＊相談したい方はこちらまで連絡してください






毎日毎日の森の泉





31日(月)


罪の奴隷（ローマ6:1～11）


神様の子どもは、これ以上、罪の奴隷ではないので、罪の奴隷のようにする必要がありません。岩の隙間にある木でも、命があれば生き返るように、福音があれば必ずみわざが起きます。したがって、祈りの奥義だけ回復すれば良いのです。





１日(火)


神様の前で争う人々(出17:1～7)


罪と争いは、神様の子どもに絶対に勝つことができないのですが、サタンは私たちをだます通路として使います。信仰の本質である福音と祈りの霊的奥義を知って、瞬間ごとに、神様の導きを受ければ、争いと葛藤の状況はむしろ機会となるでしょう。





２日(水)


私たちが滅亡の中にいる時（ローマ5:1～11)


滅亡の中にある者を救い出す道、滅亡しないで祝福を受ける道を知って話すのが伝道です。神様は、キリストを通してすべての呪いをなくして、私たちが平和を味わうようにしてくださりながら、今でも聖霊で契約を成し遂げていっておられます。神様が、私たちをこの祝福の証人として呼ばれました。





３日(木)


伝道運動時代を開こう(Ⅱ列王6:13～16)


伝道運動を持続しようとするなら、伝道運動の責任を負うべき指導者、地域の責任を負うべき伝道者、国の責任を負うべき指導者を探して立てなければなりません。そして、聖霊の導きを受ける聖書的伝道、福音的伝道、教会らしい伝道、文化を通した伝道、すべての栄光を神様に帰す伝道のまことの祝福を味わわなければなりません。





４日(金)


神様の時刻表（使徒3:1）


聖書的答えを受けようとするなら、一人でいるとき、神様を見上げる霊的な余裕を持って、すでに来ている答えを悟りつつ、会う人に対する神様の計画を見るべきです。ただ福音と伝道が中心になった新しい動機と聖なる動機を持って、聖霊の導きの中でともに行く祝福を味わわなければなりません。





５日(土)


伝道者の目（ピリピ3:1～20)


すべての民族に福音が宣べ伝えられた後に終わりが来るとおっしゃったので、伝道の中で理由を発見すれば、過去、現在、未来を見るようになります。私たちは未来をながめながら、伝道運動が持続できるように、伝道に目が開かれた指導者、地域の責任を負うべき弟子組織、国別に宣教する責任組織をおいて祈らなければなりません。





週間メッセージ�
�
産業宣教｜重職者と力ない人々（使徒8:4-8）


伝 道 学｜祈りと福音（使徒1:1-8）


核心訓練｜福音だけ味わえば迫害を祝福に


　　　　　（使徒5:17-32）


聖日1部┃殺してはならない(出20：13)


聖日2部 ┃神様の怒りとあわれみ


(ローマ9：19-29)





親子確認


本来の人間を


見つけます














イラスト＿ユン・スルギ








